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― 1 ― 「魔法」という矛盾

「
魔
法
」
と
い
う
矛
盾

　
　
―
「
魔
法
少
女
」
形
成
期
に
お
け
る
「
魔
法
」
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
―

石
井
研
士

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

筆
者
は
「
魔
法
と
変
身
」
と
題
し
て
、「
魔
法
少
女
」
形
成
期
に
お
け

る
「
魔
法
」
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る（

（
（

。「
魔
法
」
は
宗
教
学
の
領

域
に
お
け
る
重
要
な
現
象･

概
念
で
あ
る
。
ま
た
、「
変
身
」
は
現
代
日
本

社
会
に
お
い
て
も
広
く
見
ら
れ
る
現
象
、
欲
求
で
あ
り
、
現
在
ま
で
、
ア

ニ
メ
や
マ
ン
ガ
の
主
要
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
。
戦
後
、
日
常
生
活
に

お
け
る
神
社
や
寺
院
と
の
関
わ
り
が
減
少
し
、
儀
礼
文
化
と
し
て
の
宗
教

行
動
が
薄
れ
て
い
く
と
き
に
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
、
か
な
り
の

量
の
宗
教
情
報
が
流
通
し
て
い
る（

（
（

。
本
論
文
は
、「
魔
法
」
と
「
変
身
」

を
テ
ー
マ
に
現
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
「
変
身
」
が
主
要
な
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
の
ジ
ャ

ン
ル
は
「
魔
法
少
女
」
と
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
で
あ
る
が
、
と
く
に
前
者
は
、

「
今
日
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
安
定
し
た
支
持
を
得
て
い
る
ジ
ャ
ン
ル
と
い
う

の
も
、
そ
の
視
野
を
実
写
作
品
に
広
げ
た
と
て
、
そ
う
ざ
ら
に
あ
る
も
の

で
は
な
い（

（
（

。」

　
「
魔
法
少
女
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
ど
の
よ
う
な
限
定
的
な
意
味
を
持

つ
か
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
程
度
曖
昧
で
あ
る
。「
魔
法
少
女
」
が
「
魔
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法
使
い
サ
リ
ー
」
を
嚆
矢
と
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
広
く
認
知
さ
れ
て

い
る
。『
日
本
の
ア
ニ
メ
全
史（

（
（

』で
は「
魔
法
使
い
サ
リ
ー
」の
登
場
に
よ
っ

て
「
美
少
女
＝
魔
法
使
い
の
概
念
が
生
ま
れ
る（

（
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
研

究
者
も
同
様
で
、
須
川
亜
紀
子
は
著
書
の
巻
末
に
伏
し
た
付
録
「
お
も
な

女
の
子
向
け｢

魔
法
少
女｣

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
」の
最
初
に
魔
法
使
い
サ
リ
ー

を
挙
げ
て
い
る（

（
（

。
登
丸
あ
す
か
も
須
川
の
研
究
を
踏
襲
し
て
、
魔
法
使
い

サ
リ
ー
を
最
初
と
し
て
い
る（

（
（

。お
お
よ
そ
、ア
ニ
メ
の
通
史
、「
魔
法
少
女
」

を
扱
っ
た
著
作
論
文
は
、
ほ
と
ん
ど
が
同
様
の
判
断
を
し
て
い
る
。

　

一
般
的
に
、「
魔
法
使
い
サ
リ
ー
」
は
テ
レ
ビ
放
送
の
ア
ニ
メ
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
が
、
ア
ニ
メ
に
先
だ
っ
て
マ
ン
ガ
が
月
刊
の
集
英
社
の
少

女
雑
誌
『
り
ぼ
ん
』（
昭
和
四
一
年
七
月
号
―
昭
和
四
二
年
一
〇
月
号
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
で
の
初
回
放
送
は
昭
和
四
一
年
一
二
月
五

日
で
終
了
は
昭
和
四
三
年
一
二
月
三
〇
日
、全
一
〇
九
話
が
放
送
さ
れ
た
。

　

拙
論
「
魔
法
と
変
身
―
「
魔
法
少
女
」
形
成
期
に
お
け
る
「
魔
法
」」

で
は
「
変
身
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
魔
法
少
女
、
魔
女
っ
娘
（
子
）
を
扱

い
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
嚆
矢
と
し
て
「
魔
法
使
い
サ
リ
ー
」
を
取
り
上
げ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
サ
リ
ー
は
、
基
本
的
に
、
変
身
す
る
こ
と
を
し
な

い
。
魔
法
少
女
で
「
変
身
」
が
テ
ー
マ
に
な
る
の
は
、
東
映
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
が
魔
法
少
女
シ
リ
ー
ズ
第
二
作
と
し
て
制
作
し
た
「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ

ち
ゃ
ん
」か
ら
で
あ
る
。「
魔
法
使
い
サ
リ
ー
」と「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ

ん
」は
、「
魔
法
少
女
」と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
構
成
た
ら
し
め
た
の
で
あ
り
、

そ
の
後
の
作
品
と
比
較
し
て
格
段
に
人
気
の
あ
っ
た
作
品
で
あ
る
。「
魔

法
使
い
サ
リ
ー
」
の
最
終
回
で
、
後
継
の
番
組
と
し
て
「
ひ
み
つ
の
ア
ッ

コ
ち
ゃ
ん
」
が
紹
介
さ
れ
た
。
一
般
的
な
「
次
週
か
ら
は
〇
〇
」
と
い
う

告
知
で
は
な
く
、
最
終
回
が
終
わ
っ
た
後
に
、
サ
リ
ー
が
登
場
し
て
自
ら

お
礼
を
言
い
、「
す
ご
く
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
お
茶
目
な
女
の
子
、
そ
の
名

は
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
と
紹
介
し
、
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
の
「
よ
ろ
し
く
」
と
い

う
挨
拶
に
続
い
で
次
回
の
放
送
内
容
が
流
さ
れ
た
。「
魔
法
使
い
サ
リ
ー
」

の
成
功
と
東
映
動
画
に
よ
る
魔
女
っ
娘
シ
リ
ー
ズ
の
継
続
を
強
く
表
す
も

の
で
あ
っ
た
。

　
　
　

二
、
魔
法
少
女
と
し
て
の
「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」

　
「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
は
、
テ
レ
ビ
で
は
Ｎ
Ｅ
Ｔ
系
列
で
月
曜

一
九
時
か
ら
三
〇
分
番
組
と
し
て
放
送
さ
れ
た
。
放
送
期
間
は
昭
和
四
四

年
一
月
六
日
か
ら
昭
和
四
五
年
一
〇
月
二
六
日
ま
で
全
九
四
話
で
あ
っ

た
。
最
高
視
聴
率
は
二
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
均
視
聴
率
も
「
魔
法
使

い
サ
リ
ー
」
を
超
え
る
一
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
ヒ
ッ
ト
し
た（

（
（

。

　

ア
ニ
メ
や
特
撮
の
ヒ
ロ
イ
ン
像
の
特
徴
を
巧
に
表
現
し
て
見
せ
た
斎
藤

美
奈
子
『
紅
一
点
論（

（
（

』
で
は
、
主
人
公
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
「
シ
ン
デ
レ



― 3 ― 「魔法」という矛盾

ラ
型
魔
法
少
女
」
で
、

「「
あ
た
し
こ
そ
が
主

役
」
と
い
う
女
の
子
の

自
己
中
心
的
な
発
想
に

マ
ッ
チ
し
た
」
と
指
摘

さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

企
画
を
担
当
し
た
東

映
動
画
の
横
山
賢
二
は

「『
ア
ッ
コ
』
の
時
は
、

最
初
か
ら
私
が
企
画
を

進
め
ま
し
た
。
『
サ

リ
ー
』
は
他
人
に
魔
法

を
か
け
て
、
相
手
を
変
え
る
け
れ
ど
、『
ア
ッ
コ
』
の
場
合
は
自
分
自
身

が
変
化
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
違
い
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
視
聴
者

に
と
っ
て
身
近
な
、
現
実
味
の
あ
る
女
の
子
の
物
語
を
作
れ
れ
ば
、
と
考

え
た
ん
で
す（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
を
演
出
を
手
が
け
た
池
田

宏
も
述
べ
て
お
り（

（1
（

、
制
作
側
で
共
有
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し
た
。

　
「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
の
概
要
を
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
引

用
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

�

加
賀
美
あ
つ
子
こ
と
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
、
パ
パ
が
豪
華
客
船
の
船
長

を
し
て
い
る
の
で
、
普
段
は
マ
マ
と
二
人
暮
し
。
ア
ッ
コ
は
、
大
切

に
し
て
い
た
手
鏡
が
割
れ
て
し
ま
い
、お
墓
を
つ
く
っ
て
あ
げ
ま
す
。

　
　

�

そ
の
晩
、
輝
き
な
が
ら
天
へ
と
登
っ
て
い
く
鏡
。
そ
し
て
ア
ッ
コ
は

鏡
の
精
か
ら
、
鏡
を
大
切
に
し
て
く
れ
た
お
礼
に
と
コ
ン
パ
ク
ト
を

も
ら
う
の
で
す
。
そ
れ
は
「
テ
ク
マ
ク
マ
ヤ
コ
ン
」
の
呪
文
を
唱
え

る
と
、
望
む
も
の
な
ん
に
で
も
変
身
で
き
る
魔
法
の
コ
ン
パ
ク
ト
！ 

　
　

�

お
転
婆
で
、
泣
き
虫
だ
け
ど
友
達
思
い
の
ア
ッ
コ
が
、
気
が
強
く
て

あ
わ
て
ん
坊
の
モ
コ
や
モ
コ
の
弟
で
姉
思
い
の
熱
血
漢
の
カ
ン
吉
、

ガ
キ
大
将
で
意
地
悪
も
す
る
け
ど
人
情
家
の
大
将
、
大
将
の
弟
の
少

将
に
、
チ
カ
子
、
ガ
ン
モ
た
ち
仲
間
と
加
賀
美
家
の
飼
い
猫
シ
ッ
ポ

ナ
や
赤
塚
家
に
居
候
中
の
ネ
コ
の
ド
ラ
や
動
物
た
ち
と
、
魔
法
の
コ

ン
パ
ク
ト
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
事
件
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.toei-anim

.co.jp/lineup/tv/akko/

）

　
「
魔
法
使
い
サ
リ
ー
」
に
は
、
箒
に
ま
た
が
っ
て
空
を
飛
ぶ
姿
と
か
、

一
部
に
「
魔
女
」
を
意
識
し
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
直
接
「
魔

女
」
を
意
識
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
制
作
の
直
接
の
動
機
と
な
っ
た
「
奥

さ
ま
は
魔
女
」
の
モ
チ
ー
フ
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
少
女
向
け
ア

『魔女っ子大全集東映動画篇』株式会社バンダイ
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ニ
メ
第
2
弾
と
位
置
付
け
ら
れ
る「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」で
は「
魔

女
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
払
拭
さ
れ
て
い
る
。
普
通
の
女
の
子
に
変
身
能
力
を

持
た
せ
る
こ
と
で
子
供
に
よ
り
親
し
み
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
よ

く
理
解
で
き
る
。
魔
法
の
小
道
具
、
マ
ス
コ
ッ
ト
の
動
物
、
美
形
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
い
う
魔
法
少
女
に
必
須
の
要
素
は
、
サ
リ
ー
を
後
継
し
た

ア
ッ
コ
で
成
立
を
見
た
こ
と
に
な
る
。

　
　

三
、
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
の
魔
法

　

サ
リ
ー
が
、
文
字
通
り
魔
法
の
国
の
王
女
で
あ
る
故
に
魔
法
が
使
え
る

の
と
は
異
な
り
、
主
人
公
の
加
賀
美
あ
つ
子
（
以
下
「
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」）

は
普
通
の
小
学
校
五
年
生
で
あ
る
。
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
が
不
思
議
な
力
を
使

え
る
よ
う
に
い
た
っ
た
経
緯
は
第
一
話
で
描
か
れ
て
い
る
。
映
像
を
文
字

化
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

鏡
を
埋
め
て
十
字
架
を
立
て
た
土
饅
頭
の
お
墓
に
不
思
議
な
光
が
降
り

て
き
て
、
割
れ
た
鏡
の
破
片
が
中
に
浮
か
び
元
の
通
り
に
な
る
（
ひ
び
は

入
っ
た
ま
ま
）。「
あ
り
が
と
う
、
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」「
私
は
鏡
の
精
。
割

れ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
け
ど
、
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
の
お
蔭
で
お
星
様
に
な
る
こ

と
が
で
き
た
の
よ
。」「
壊
れ
た
鏡
は
お
星
様
に
な
る
の
？
」「
そ
う
、
た

だ
し
人
間
に
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
た
幸
せ
な
鏡
だ
け
が
星
に
な
れ
る
の

よ
。
ラ
ミ
パ
ス
ラ
ミ
パ
ス
ル
ル
ル
ル
ル
。」「
な
あ
に
そ
れ
」「
鏡
の
国
の

言
葉
で
「
さ
よ
う
な
ら
」
っ
て
い
う
意
味
よ
」「
こ
れ
は
お
礼
の
印
。」

　

こ
う
し
て
ア
ッ
コ
は
星
か
ら
飛
ん
で
き
た
コ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
取
り
、

コ
ン
パ
ク
ト
に
記
さ
れ
て
い
た
「
テ
ク
マ
ク
マ
ヤ
コ
ン
」
が
変
身
の
た
め

の
、「
ラ
ミ
パ
ス
ラ
ミ
パ
ス
ル
ル
ル
ル
ル
」
が
変
身
を
解
く
た
め
の
呪
文

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
を
手
に
入
れ
た
ア
ッ
コ
は
、
ま
ず
星
の
王
女
様
に
変
身
す

る
。
斎
藤
美
奈
子
が
指
摘
す
る
よ
う
な
「
シ
ン
デ
レ
ラ
型
魔
法
少
女
」
で

あ
る
が
、
全
九
六
話
を
通
し
て
み
た
と
き
に
、
ア
ッ
コ
が
変
身
す
る
の
は

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
ば
か
り
で
は
な
い
。
む
し
ろ
違
っ
た
も
の
へ
の
変
身
が

圧
倒
的
に
多
い
の
で
あ
る
。

　

図
表
１
は
全
九
六
話
で
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
が
変
身
し
た
も
の
の
一
覧
で
あ

る
。
文
脈
を
省
略
し
て
あ
る
の
で
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
も
の
に
変
身
し
た

か
は
理
解
で
き
な
い
と
思
う
が
、
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
の
「
変
身
」
に
か
な
り

の
特
徴
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
が
変
身
す
る
タ
イ
プ
は
、「
シ
ン
デ
レ
ラ
型
」「
小
動
物
」

「
人
間
」「
そ
の
他
」
の
四
種
類
で
あ
る
。

　

第
一
の
斎
藤
美
奈
子
が
「
シ
ン
デ
レ
ラ
型
魔
法
少
女
」
と
呼
ぶ
に
相
応

し
い
「
シ
ン
デ
レ
ラ
型
」
で
あ
る
が
、
こ
の
変
身
の
事
例
は
わ
ず
か
で
あ

る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
物
語
の
基
本
的
な
枠
組
み
か
ら
い
っ
て
も
、
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図表１　アッコの変身：各話
第１話 星の王女様、父親、森山先生
第２話 小さな女の子
第３話 犬、女神

第４話 お姫様、牛若丸、クレオパトラ、
ガンマン、ネズミ

第５話 シッポナ、母親
第６話 銀行のお姉さん、婦警
第７話 花の精、ハト、母親

第８話 もこちゃん、高井さん、森山先生、
星の王女様

第９話 ネコ
第10話 もこちゃん、カラス
第11話 易者、子犬、カラス
第12話 先生のお嫁さん候補、犬

第13話 スター、ネズミ、友だちの妹、ネ
コ

第14話 森山先生、少将
第15話 ブルドック
第16話 シッポナ、化け猫
第17話 オウム、犬
第18話 ガードマン、婦警
第19話 トビウオ、白鳥
第20話 森山先生
第21話 もこちゃん
第22話 医者の娘
第23話 落語の師匠
第24話 女性
第25話 たけしのお父さん
第26話 金持ちの百合子ちゃん
第27話 森山先生、やす子さんの母親
第28話 森山先生
第29話 とかげ女、天使
第30話 カッパ
第31話 タヌキ
第33話 10年後の自分

第34話 祐子ちゃんの書いた母親像の女
性、男性警備員

第35話 赤ちゃん
第36話 牛、めぐみちゃんの母親

第37話 シッポナ、日本少年少女心配事セ
ンターの女性、森山先生、幽霊

第38話 鳩
第39話 カエル
第42話 女中
第43話 カンガルー
第44話 ハト
第45話 オウム
第46話 鳥、母親
第47話 大きな鳥
第48話 小鳥

第49話 賢太の父親、お化け
第50話 サンタクロース
第51話 婦警、犬のぬいぐるみ、犬
第52話 10年後の自分
第53話 シッポナ、鳥、大将のおじいさん
第54話 海へ流そう悲しい涙
第54話 人魚
第55話 子猫
第56話 鬼

第57話 看護婦、掃除のおばさん、あばあ
さん、花子

第58話 チンドン屋
第59話 ウサギ、雪女
第60話 お雛様、流し雛
第61話 ファッションモデル
第62話 シッポナ
第63話 母親、シッポナ
第64話 こけし、お花ちゃん
第65話 緑のおばさん
第66話 大将（友だち）の父親
第67話 先生
第68話 ネコ、オウム

第69話 婦警、ガーバー、泥棒、鯉のぼり
の神様

第70話 蝶々、ネズミ、悪人
第71話 鳥
第72話 森山先生
第73話 蝶々

第74話 大将、もこちゃん、ガーボー、大
将に似た偽物

第75話 ツバメ
第76話 亡くなったひとみちゃん
第77話 小鳩
第78話 看護婦
第79話 子犬
第80話 ヤマンバ、鷲
第81話 母親
第82話 犬、森山先生
第83話 ハト、ウサギ
第84話 鷹
第85話 百合子
第86話 鯛になって黒鯛を探しに行く
第87話 蝶々、鷲
第88話 なっちゃん
第89話 　
第90話 蜂
第91話 ハト
第92話 ちか子、ガーボー
第93話 スズメ
第94話 鷲

*登場人物の名前はそのまま
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周
囲
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
変
身
し
て
活
躍
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
変
身
し
た
外
形
か
ら
「
シ
ン
デ
レ
ラ
型
」
に
該
当
す
る
の
は
、
か
な

り
広
義
に
と
っ
て
も
「
星
の
王
女
様
」（
第
一
話
）、「
女
神
」（
第
三
話
）、

「
お
姫
様
」「
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
」（
第
四
話
）、「
花
の
精
」（
第
七
話
）、「
星

の
王
女
様
」（
第
八
話
）、「
先
生
の
花
嫁
候
補
」（
第
一
二
話
）、「
天
使
」

（
第
二
九
話
）、「
人
魚
」（
第
五
四
話
）
の
九
回
で
、
全
九
四
話
中
八
話
に

過
ぎ
な
い
。

　

私
が
「
基
本
的
な
枠
組
み
か
ら
困
難
」
と
い
う
の
は
、
周
囲
が
ア
ッ
コ

ち
ゃ
ん
本
人
と
判
断
で
き
る
形
で
変
身
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
か
ら
で
あ

る
。
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
が
鏡
の
精
か
ら
鏡
を
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
へ
母
親
が
部

屋
に
入
っ
て
く
る
。
母
親
に
「
魔
法
の
鏡
よ
。
お
姫
様
に
な
れ
る
の
」
と

い
っ
て
呪
文
を
唱
え
る
が
変
身
で
き
な
い
。
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
「
人
が
見

て
い
る
と
鏡
の
魔
力
が
効
か
な
い
」
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
変
身
の
場

面
を
他
者
に
見
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、本
人
と
変
身
後
の
人
物（
や

動
物
）
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
何
に
変
身
し
て
も
自
己
満
足

に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
星
の
王
女
様
」（
第
一
、八
話
）
に
な
る
の
は
、
鏡
の
精
と
会
話
し
た

後
の
夜
一
人
自
室
で
の
こ
と
で
、
他
者
は
存
在
せ
ず
、「
ス
テ
キ
ね
」
と

羨
望
の
眼
差
し
で
見
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。「
お
姫
様
」「
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
」

（
第
四
話
）
は
同
級
生
の
ガ
キ
大
将
を
懲
ら
し
め
る
た
め
に
、
牛
若
丸
、

ガ
ン
マ
ン
と
次
々
に
変
身
し
た
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。「
花
の
精
」（
第
七

話
）
で
は
小
さ
な
花
の
精
に
な
っ
て
花
の
周
囲
を
飛
ぶ
が
、
と
く
だ
ん
ス

ト
ー
リ
ー
の
展
開
に
意
味
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
。「
先
生
の
花
嫁
候
補
」

（
第
一
二
話
）
は
悪
戯
で
、「
人
魚
」（
第
五
四
話
）
は
、
海
に
行
っ
た
ア
ッ

コ
ち
ゃ
ん
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
と
い
う
こ
と
で
海
の
中
を
泳
い
だ
と
い
う

話
し
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、「
女
神
」（
第
三
話
）と「
天
使
」（
第
二
九
話
）で
は
、

女
神
や
天
使
に
な
っ
て
人
を
励
ま
す
役
を
演
じ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
変

身
は
稀
で
あ
り
、
シ
リ
ー
ズ
を
貫
く
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。

　

第
二
の
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
の
変
身
で
圧
倒
的
に
多
い

の
は
動
物
、
し
か
も
小
動
物
で
あ
る
。
飼
い
猫
の
シ
ッ
ポ
ナ
に
始
ま
り
、

ハ
ト
、
犬
、
ネ
ズ
ミ
、
オ
ウ
ム
、
カ
エ
ル
、
ウ
サ
ギ
、
ブ
ル
ド
ッ
ク
、
鷲
、

鷹
、
ト
ビ
ウ
オ
な
ど
多
様
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
都
合
に
よ
っ
て
変
身
す

る
。

　

な
ぜ
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
動
物
に
変
身
す
る
の
か
。
大
半
は
移
動
の
た
め

で
あ
る
。
空
を
飛
ぶ
こ
と
で
素
早
い
移
動
が
可
能
に
な
り
、
狭
い
場
所
で

も
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
場
所
や
距
離
に
よ
っ
て
変
身
す
る
動
物

は
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
動
物
に
な
る
と
、
動
物
と
会
話
が
で
き
る
よ
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う
に
な
る
。
小
動
物
へ
の
変
身
は
、
番
組
が
視
聴
対
象
と
し
た
低
年
齢
層

に
は
魅
力
的
に
映
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
話
し
に
よ
っ
て
は
、
動
物
と
会

話
す
る
た
め
に
変
身
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
動
物
と
会
話
す
る
こ

と
で
、
通
常
で
は
得
ら
れ
な
い
情
報
を
入
手
し
た
り
、
動
物
の
協
力
を
得

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
極
端
な
事
例
で
は
、
人
の
姿
の
ま
ま
で
動
物
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
（
第
七
話
で
は
、
人
間
の
姿
の
ま
ま

鳥
の
声
が
理
解
で
き
る
）。
ハ
ト
や
子
犬
へ
の
変
身
が
多
い
の
は
、
そ
れ

ら
が
カ
ワ
イ
く
人
に
身
近
な
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
の
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、
小
動
物
と
同
等
に
多
い
の
は
、「
身
近
な

人
間
」
で
あ
る
。
通
っ
て
い
る
小
学
校
の
先
生
や
、
母
親
、
友
だ
ち
に
変

身
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
も
め
事
や
事
件
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
。

　

と
く
に
多
い
の
は
、
小
学
校
の
音
楽
教
師
で
あ
る
森
山
先
生
、
婦
人
警

官
、
そ
し
て
自
分
の
母
親
で
あ
る
。
視
聴
者
で
あ
る
女
児
か
ら
す
れ
ば
憧

れ
の
存
在
で
あ
り
、
物
語
の
進
行
か
ら
す
れ
ば
、
小
学
生
に
は
認
め
ら
れ

な
い
権
限
や
情
報
、
あ
る
い
は
命
令
の
で
き
る
者
た
ち
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
目
上
の
者
へ
の
変
身
が
ト
ラ
ブ
ル
や
問
題
の
解

決
に
直
結
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

か
え
っ
て
、
事
態
を
複
雑
に
さ
せ
た
り
（
身
近
な
人
間
で
あ
る
が
ゆ
え
に

話
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
く
な
る
、
中
身
は
小
学
五
年
生
な
の
で
対
応
が

で
き
な
い
等
）、
混
乱
を
引
き
起
こ
す
の
で
あ
る
。
学
校
や
町
内
に
同
じ

人
間
が
同
時
に
現
れ
れ
ば
、
関
わ
っ
た
人
間
の
間
で
情
報
は
混
乱
し
、
結

果
と
し
て
人
間
関
係
に
齟
齬
が
生
じ
る
。
視
聴
者
と
し
て
は
、
面
白
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
魔
法
に
よ
る
変
身
は
、
テ
レ
ビ
番
組
上
で
す
ら
必
ず
し

も
効
果
的
に
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
第
一
話
で
変
身
に
関
す
る
教
訓
を
得
る
。
ガ
キ
大
将

の
大
将
に
一
泡
吹
か
せ
る
た
め
に
森
山
先
生
に
変
身
し
た
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん

は
、
偶
然
に
担
任
の
佐
藤
先
生
か
ら
抜
き
打
ち
テ
ス
ト
の
あ
る
こ
と
を
聞

く
。
森
山
先
生
に
変
身
し
た
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
、
佐
藤
先
生
に
テ
ス
ト
用

紙
を
間
違
え
て
い
る
と
い
っ
て
前
回
の
回
答
用
紙
を
手
渡
す
。そ
の
結
果
、

テ
ス
ト
は
な
く
な
る
が
、佐
藤
先
生
は
本
物
の
森
山
先
生
と
喧
嘩
に
な
る
。

最
終
的
に
森
山
先
生
に
変
身
し
て
事
態
を
繕
い
事
な
き
を
得
る
が
、
第
一

話
で
コ
ン
パ
ク
ト
の
乱
用
を
反
省
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
級
生
の
ち
か
子

や
校
長
先
生
な
ど
、
森
山
先
生
に
変
身
し
た
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
に
、
周
囲
は

違
和
感
を
覚
え
そ
の
結
果
森
山
先
生
の
評
判
が
下
が
る
こ
と
に
な
る
。

　

視
聴
者
か
ら
す
れ
ば
、
変
身
に
よ
る
ど
た
ば
た
は
見
て
い
て
面
白
い
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
斎
藤
美
奈
子
が
指
摘
す
る
「「
あ
た
し

こ
そ
が
主
役
」
と
い
う
女
の
子
の
自
己
中
心
的
な
発
想
」
は
最
初
か
ら
痛

手
を
被
る
の
で
あ
る
。

　

男
性
に
変
身
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
事
例
は
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
い
。
必

要
に
迫
ら
れ
て
、
た
と
え
ば
母
親
に
小
遣
い
の
値
上
げ
を
認
め
て
も
ら
う
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た
め
に
父
親
に
変
身
す
る
（
第
一
話
）、
留
守
番
を
頼
ま
れ
て
易
者
に
な

る
（
第
一
一
話
）
と
い
っ
た
場
合
で
あ
る
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
に
よ
る
変
身
は
、
物
語
に
よ
っ
て
は
か
な
り
と
ん
で
も
な

い
物
に
も
可
能
で
あ
る
。
第
四
の
タ
イ
プ
「
そ
の
他
」
で
あ
る
。
カ
ッ
パ
、

幽
霊
、
お
化
け
、
雪
女
、
一
〇
年
後
の
自
分
な
ど
と
い
う
も
の
も
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
こ
け
し
、
ひ
な
人
形
と
い
っ
た
本
来
生
き
物
で
な
い
物
に
も

変
身
で
き
る
。

　

変
身
と
言
う
よ
り
は
変
装
と
い
っ
た
方
が
適
切
で
あ
る
事
例
も
見
ら
れ

る
。（
四
一
話
で
は
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
母
親
が
驚
く
よ
う
な
服
を
着
た
姿

に
「
変
身
」
す
る
。
第
五
八
話
で
は
、
チ
ン
ド
ン
屋
に
変
身
す
る
が
、
容

姿
は
変
わ
ら
ず
チ
ン
ド
ン
屋
と
し
て
利
用
す
る
太
鼓
や
旗
を
付
け
て
い

る
）
鏡
に
よ
る
「
変
身
」
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
よ
っ
て
は
か
な
り
都
合
よ

く
使
わ
れ
て
い
る
。

　

今
ひ
と
つ
、
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
変
身
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
魔
法
を
使

う
。
長
距
離
の
「
移
動
」
で
あ
る
。
第
四
六
話
「
南
の
島
に
愛
の
祈
り
」

の
ス
ト
ー
リ
ー
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
秋
田
ケ
ン
吉
の
両
親
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
の
医
師
を
し
て
い
る
。あ
る
日
、

ケ
ン
吉
の
も
と
に
母
親
が
病
気
で
倒
れ
た
と
い
う
エ
ア
メ
ー
ル
が
届
く
。

一
時
も
早
く
ス
マ
ト
ラ
へ
行
き
た
い
ケ
ン
吉
で
あ
る
が
、
叔
母
夫
婦
は
日

本
で
待
つ
よ
う
に
勧
め
る
。
ア
ッ
コ
は
「
テ
ク
マ
ク
マ
ヤ
コ
ン
、
ス
マ
ト

ラ
に
行
け
」
と
唱
え
て
ス
マ
ト
ラ
へ
と
移
動
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
鏡
の
道
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
使
わ
れ
る
の
は
第
五
七
話
で
あ
る
。

鏡
の
道
を
通
っ
て
新
し
い
担
任
の
以
前
の
赴
任
地
を
往
復
す
る
。
以
降
の

放
送
で
、
頻
繁
で
は
な
い
が
遠
方
の
移
動
に
「
鏡
の
道
」
が
用
い
ら
れ
て

い
る
（
第
六
五
話
、
第
七
一
話
、
第
八
九
話
）。
各
話
の
脚
本
、
演
出
は

異
な
っ
て
お
り
、
特
定
の
人
物
が
好
ん
だ
趣
向
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
「
鏡
の
道
」
は
明
ら
か
に
鏡
に
よ
る
「
変
身
」
で
は
な
く
「
移
動
」
で

あ
る
。
物
語
を
展
開
す
る
上
で
、
動
物
で
の
移
動
に
限
界
が
あ
り
、
面
白

く
す
る
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
で
は
な
い
か
。

　
　
　

四
、
変
身
に
よ
る
能
力

　

と
こ
ろ
で
、
冒
頭
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
魔
法
と
変
身
に
関
し
て
は
、

メ
デ
ィ
ア
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
専
門
領
域
と
す
る
須
川
亜
紀
子
の
分
析
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
が
用
い
て
き
た
魔
法
や
変
身
に
関
す
る
分

析
を
元
に
、
須
川
の
考
察
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

須
川
の
著
書
『
少
女
と
魔
法
』
の
目
的
は
二
つ
で
、
第
一
は
「
日
本
の

女
の
子
向
け
「
魔
法
少
女
」
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
に
お
け
る
魔
法
少
女
は
、
ど

の
よ
う
に
表
象
さ
れ
て
き
た
か
を
、
そ
の
作
品
が
放
映
さ
れ
た
時
代
の
社

会
文
化
的
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
通
史
的
に
分
析
す
る
こ
と
」
で
あ
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る
。
第
二
は
、「
そ
の
よ
う
な
魔
法
少
女
の
表
象
を
、
日
本
の
プ
レ
テ
ィ
ー

ン
の
少
女
が
、
ど
の
よ
う
に
理
解
、
交
渉
、
享
受
、
共
鳴
、
消
費
、
利
用

を
し
て
き
た
か
を
析
出
す
る
こ
と（

（1
（

」
で
あ
る
。

　

須
川
の
分
析
視
点
は
ポ
ス
ト
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
な
の
で
、
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん

が
変
身
の
た
め
の
鏡
を
入
手
し
た
経
緯
も
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
。「
魔

法
の
力
が
ア
ッ
コ
の
善
行
（
割
れ
た
鏡
を
生
物
の
死
と
同
様
に
丁
重
に

扱
っ
た
）
の
報
酬
と
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

フ
ェ
ミ
ニ
ニ
テ
ィ
と
結
び
つ
い
た
「
適
切
な
」
ケ
ア
と
思
い
や
り
が
、
普

通
の
人
間
か
ら
、
超
自
然
力
を
持
つ
人
間
へ
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
機
会

を
生
産
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る（

（1
（

。」
筆
者
は
、
須
川
の
ポ
ス
ト
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
の
分
析
自
体
は
問
題
と
し
な
い
。
興
味
深
い
の
は
「
超
自
然
力

を
持
つ
人
間
」
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
超
自
然
力
の
持

ち
主
と
し
て
ア
ニ
メ
の
中
で
振
る
舞
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
日
常
は
ア
ッ

コ
ち
ゃ
ん
の
変
身
を
も
っ
て
し
て
も
改
変
さ
れ
ず
、
よ
り
適
切
に
は
日
常

の
維
持
が
望
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

須
川
に
よ
る
と
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
よ
る
変
身
は
も
う
ひ
と
り
の
自
分
に

な
り
た
い
と
い
う
欲
望
と
フ
ェ
ミ
ニ
テ
ィ
の
結
び
つ
き
を
表
し
て
い
る
と

い
う
。
フ
ェ
ミ
ニ
ニ
テ
ィ
と
美
は
魔
法
の
力
で
顕
在
化
す
る
。

　
　

�　

ア
ッ
コ
は･･･

魔
法
に
よ
っ
て
フ
ェ
ミ
ニ
ニ
テ
ィ
を
「
使
用
し
」、

女
性
の
劣
位
を
転
覆
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヘ
ゲ
モ
ニ
ッ
ク
な

家
父
長
制
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
直
接
批
判
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。･･･

ア
ッ
コ
は
、
日

本
社
会
に
お
い
て
女
性
が
直
面
す
る
困
難
を
経
験
し
、
変
身
魔
法
で

そ
れ
を
解
決
す
る
。
女
性
の
魔
法
の
力
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
な
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
が
、
も
う
一
方
で
、
保
守
的
で
家
父

長
制
的
な
思
想
と
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
場
に
も
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

須
川
が
説
明
の
た
め
に
引
用
す
る
カ
所
は
、き
わ
め
て
恣
意
的
で
あ
り
、

ラ
デ
ィ
カ
ル
で
は
な
い
に
し
て
も
家
父
長
制
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
批
判
と

解
釈
す
る
こ
と
に
は
か
な
り
無
理
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
魔
法
に
よ
る

他
者
へ
の
変
身
は
少
女
の
多
様
な
潜
在
能
力
の
表
象
で
あ
り
、
自
己
肯
定

の
契
機
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
が
、
一
覧
で
示
し
た
よ
う
な
実
際
の
変

身
を
考
え
た
と
き
に
、こ
う
し
た
説
明
に
は
な
か
な
か
納
得
が
い
か
な
い
。

須
川
の
結
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

�　
『
ア
ッ
コ
』
で
は
、
鏡
を
通
じ
て
の
変
身
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ニ
テ
ィ

と
美
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
美
し
く
カ
ワ
イ
イ
、
格
上

の
女
性
に
変
身
し
た
い
と
い
う
少
女
の
欲
望
や
快
楽
を
表
象
し
て
い
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る
が
、
同
時
に
変
身
は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ッ
ク
な
フ
ェ
ミ
ニ
ニ
テ
ィ
や
審

美
観
の
表
象
性
を
常
に
問
い
直
す
場
で
も
あ
り
、
同
時
に
変
身
し
な

い
自
己
（
む
き
出
し
の
自
己
）
の
肯
定
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い

る（
（1
（

。

興
味
深
い
の
は
次
の
よ
う
な
指
摘
で
あ
る
。
須
川
自
身
は
あ
ま
り
意
識
し

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、「
変
身
し
な
い
自
己
の
肯
定
」
は
、
魔
法
を

使
わ
な
い
、あ
る
い
は
魔
法
の
限
界
を
知
る
こ
と
で
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
あ
い
か
わ
ら
ず
、
両
親
と
の
関
わ
り
、
先
生
の
指
導
、
友
だ
ち
と

の
衝
突
と
友
情
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
「
成
長
」
は
自
分
だ
け
で
な
く
、
友
だ
ち
を
中
心
と
し
た
周
囲
の

人
間
と
と
も
に
で
あ
る
。
魔
法
に
よ
っ
て
し
か
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
構

築
さ
れ
な
い
と
し
た
ら
、
あ
る
い
は
問
題
が
魔
法
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て

し
か
解
決
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
現
実
や
社
会
か
ら
の
逃
避
を
意

味
す
る
こ
と
に
な
る
。
女
児
向
け
と
い
っ
て
も
番
組
は
教
育
的
な
意
味
合

い
を
十
分
に
有
し
て
い
る
。

　
　
　

五
、�

ア
ニ
メ
で
「
魔
法
」
は
ど
の
よ
う
に
表
象
さ
れ
た
か
：

原
作
マ
ン
ガ
か
ら
の
改
変

　

先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
ア
ニ
メ
放
送
に
先
立
っ
て
、
赤
塚
不
二
夫
に

よ
る
マ
ン
ガ
が
集
英
社
の
少
女
漫
画
誌
「
り
ぼ
ん
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

た（
（1
（

。
ア
ニ
メ
化
す
る
際
に
マ
ン
ガ
の
設
定
に
改
変
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
登
場
人
物
や
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
な
く
、
本
論
に
関
わ
る
部
分
の

み
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
、
な
ぜ
ど
の
よ
う
に
し
て
主
人
公
の
加
賀
美
あ

つ
子
は
魔
法
の
鏡
を
入
手
で
き
た
の
か
、
で
あ
る
。
マ
ン
ガ
で
は
ア
ッ
コ

ち
ゃ
ん
は
次
の
よ
う
な
出
会
い
で
変
身
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
。

　

自
宅
で
留
守
番
を
し
て
い
た
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
へ
外
か
ら
野
球

の
ボ
ー
ル
が
飛
び
込
ん
で
き
て
、大
事
に
し
て
い
た
鏡
が
割
れ
て
し
ま
う
。

泣
い
て
い
た
ア
ッ
コ
の
と
こ
ろ
へ
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
た
男
性
が
現
れ
、

「
わ
れ
た
か
が
み
を
い
た
だ
き
に
き
ま
し
た
。か
わ
り
に
こ
れ
を
う
け
と
っ

て
く
だ
さ
い
。」
と
申
し
出
た
の
だ
っ
た
。
男
性
は
か
が
み
の
国
か
ら
来

た
の
で
あ
り
、
鏡
を
大
切
に
し
て
い
る
人
の
鏡
が
割
れ
た
ら
新
し
い
鏡
と

交
換
し
て
い
る
と
説
明
す
る
。
さ
ら
に
男
性
は
、
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
が
い
つ
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も
何
か
他

の
人
に
な

り
た
が
っ

て
い
る
こ

と
を
知
っ

て
お
り
、

そ
の
願
い

を
叶
え
よ

う
と
申
し

出
た
の
だ
っ
た
。
変
身
す
る
た
め
に
は
鏡
に
向
か
っ
て
、
な
り
た
い
者
の

名
前
を
さ
か
さ
ま
に
唱
え
る
こ
と
で
変
身
す
る
。

　

こ
の
最
初
の
設
定
に
関
し
て
、
ア
ニ
メ
版
で
は
複
数
の
点
が
改
変
さ
れ

て
い
る
。
第
一
は
、
力
の
付
与
者
で
あ
る
。
ア
ニ
メ
で
は
鏡
の
国
か
ら
来

た
サ
ン
グ
ラ
ス
の
お
じ
さ
ん
か
ら
、
女
性
の
鏡
の
精
に
置
き
換
え
ら
れ
て

い
る（

（1
（

。
妖
し
げ
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
連
想
さ
せ
る
男
性
か
ら
女
性
の
精
霊

へ
の
変
更
は
、
い
っ
そ
う
低
年
齢
層
の
女
児
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
に

ち
が
い
な
い
。「
魔
法
使
い
サ
リ
ー
」
が
番
組
と
し
て
成
功
し
、
そ
の
後

継
と
し
て
低
年
齢
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
と
き
に
、
原
作
の
持
つ
怪
し

さ
は
解
消
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

い
ま
ひ
と
つ
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、「
鏡
」
で
あ
る
。
マ
ン
ガ
で
ア
ッ

コ
が
受
け
取
っ
た
不
思
議
な
鏡
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
は
な
い
。
持
ち
運
び
に

は
不
便
な
か
な
り
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
手
鏡
よ
り
も
大
き
く
、
全
身
が

あ
る
程
度
ま
で
映
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。
変
身
の
呪
文
が
逆
さ
言
葉

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
鏡
が
実
際
の
鏡
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
、
明
ら
か

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

他
方
で
、
ア
ニ
メ
の
コ
ン
パ
ク
ト
は
た
ん
な
る
変
身
の
た
め
の
ア
イ
テ

ム
で
あ
る
。
魔
女
が
持
つ
杖
と
同
じ
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
が
、
女
性
が

喜
び
そ
う
な
か
わ
い
ら
し
い
ア
イ
テ
ム
化
は
、
毒
気
を
抜
か
れ
た
消
費
財

に
近
い
。
魔
法
少
女
で
は
、
し
ば
し
ば
変
身
す
る
際
に
ア
イ
テ
ム
を
用
い

る
。
以
後
、
不
思
議
な
力
を
発
動
さ
せ
る
た
め
の
ア
イ
テ
ム
は
魔
法
少
女

で
は
常
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
魔
法
少
女
ゆ
え
の
特

徴
と
い
う
よ
り
は
、
当
時
の
少
女
を
と
り
ま
く
消
費
環
境
に
問
題
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
え
る
。

　

当
時
、
演
出
を
手
が
け
た
東
映
動
画
の
池
田
宏
は
「
あ
の
時
代
で
す
で

に
商
品
化
を
狙
っ
た
部
分
も
あ
っ
て
、
こ
れ
は
売
れ
る
ぞ
、
と
絵
を
作
り

な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
ね
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
実
際
、
当
時
の
ス
ポ
ン

サ
ー
で
あ
る
中
嶋
製
作
所
か
ら
玩
具
化
さ
れ
て
大
ヒ
ッ
ト
に
な
っ
た
と
い

う（
（2
（

。

　

昭
和
五
四
年
に
株
式
会
社
ぴ
え
ろ
を
設
立
し
、
数
多
く
の
魔
法
少
女
ア

ニ
メ
を
制
作
し
た
布
川
郁
司
は
、『
ク
リ
ィ
ミ
ー
マ
ミ
は
な
ぜ
ス
テ
ッ
キ

『ひみつのアッコちゃん オリジナル版』
河出書房新社
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で
変
身
す
る
の
か
？
』
で
な
ぜ
ス
テ
ッ
キ
で
変
身
す
る
の
か
を
端
的
に
説

明
し
て
い
る
。

　
　

�　

ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
玩
具
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
要
望
は
、「
ス
テ
ッ

キ
を
使
っ
て
変
身
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
も
の
の
み
、
そ
こ
で
伊
藤

さ
ん
と
一
緒
に
『
ク
リ
ィ
ミ
ー
マ
ミ
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
考
え
、

「
普
通
の
女
の
子
が
ス
タ
ー
に
な
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
原
案

を
作
り
ま
し
た（

（2
（

。

　

子
ど
も
向
け
ア
ニ
メ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
は
ほ
と
ん
ど
が
玩
具
メ
ー
カ
ー
で

あ
り
、「
女
児
向
け
に
魔
法
の
ス
テ
ッ
キ
を
売
り
た
い
」
と
い
う
の
が
ス

ポ
ン
サ
ー
の
意
向
だ
っ
た（

（2
（

。」

　

着
せ
替
え
人
形
の
リ
カ
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
の
は
昭
和
四
二
年
の
こ
と

で
、
昭
和
四
九
年
に
は
サ
ン
リ
オ
の
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
が
登
場
し
た
。

一
九
七
〇
年
代
は
少
女
を
巡
る
消
費
文
化
が
急
速
に
進
展
し
た
時
代
だ
っ

た
。テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
が
黄
金
時
代
を
迎
え
た
の
も
七
〇
年
代
で
あ
る
。ア
ッ

コ
ち
ゃ
ん
の
コ
ン
パ
ク
ト
は
そ
う
し
た
時
代
の
先
駆
け
の
ひ
と
つ
と
な
る

も
の
だ
っ
た
と
考
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
　
　

六
、「
魔
法
」
か
、
そ
れ
と
も
日
常
か

　

ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
魔
法
は
ど
れ
だ
け
重
要
な
も
の
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
た
と
え
王
女
様
や
モ
デ
ル
に
変
身
し
て
も
、
第
三
者
か
ら
み
れ

ば
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
と
は
わ
か
ら
な
い
。
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
の
も
う
一
人
の
自

分
に
な
り
た
い
と
い
う
少
女
の
欲
望
は
充
足
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
時

自
分
で
は
な
い
他
者
に
は
な
れ
て
も
、
変
身
し
た
人
物
の
能
力
が
発
揮
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
。
小
学
校
の
森
山
先
生
に
変
身
し
た
と
し
て
も
ピ
ア

ノ
が
弾
け
る
わ
け
で
も
な
い
。
医
者
に
変
身
し
た
か
ら
と
い
っ
て
医
療
行

為
を
行
え
る
わ
け
で
も
な
い
。結
局
元
の
自
分
に
戻
る
し
か
、ア
ッ
コ
ち
ゃ

ん
に
は
選
択
の
余
地
が
な
い
。変
身
し
た
人
物
の
ま
ま
生
活
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
ま
で
の
人
生
や
人
間
関
係
を
帳
消
し
に
す
る
行
為
で
あ
る
。
変
身
後

に
元
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
と
き
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
の
当
惑
や
哀
し
み
は
大

き
く
深
い
。

　

ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
最
終
回
で
魔
法
の
鏡
を
手
放
す
こ
と
に
な
る
。
大
型

台
風
の
た
め
に
点
灯
で
き
な
く
な
っ
た
灯
台
で
、
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
父
親

が
船
長
を
す
る
客
船
に
座
礁
の
危
機
を
知
ら
せ
る
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
に

世
界
中
の
鏡
の
光
を
集
め
点
灯
す
る
。

　

ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
コ
ン
パ
ク
ト
を
取
り
出
し
、
鏡
の
精
に
「
鏡
の
精
さ
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ん
お
願
い
、
パ
パ
の
船
が
沈
ん
じ
ゃ
う
の
。
お
願
い
、
パ
パ
の
船
を
助
け

て
」
と
頼
む
の
で
あ
っ
た
。
鏡
の
精
は
、
ひ
と
つ
だ
け
方
法
が
あ
る
が
そ

の
た
め
に
は
こ
の
鏡
は
二
度
と
使
え
な
く
な
る
と
説
明
す
る
。
以
下
が

ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
の
答
え
で
あ
る
。

　
　

�

か
ま
い
ま
せ
ん
。
日
本
丸
と
大
勢
の
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
ん

だ
っ
た
ら
、
鏡
の
精
さ
ん
、
早
く
そ
の
方
法
を
教
え
て

　
「
テ
ク
マ
ク
マ
ヤ
コ
ン
」
と
呪
文
を
唱
え
て
、「
世
界
中
の
光
よ
集
ま
れ
」

と
命
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
パ
ク
ト
が
発
揮
し
た
こ
と
の
な
い

能
力
で
あ
る
。
そ
の
結
果
船
は
座
礁
を
逃
れ
る
が
、
鏡
の
光
は
灯
台
の
光

と
錯
誤
さ
れ
て
、
灯
台
守
の
努
力
が
賞
賛
さ
れ
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
は
消
え

て
し
ま
う
が
（
消
え
る
シ
ー
ン
は
な
い
）
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
の
「
ち
ょ
っ
ぴ

り
さ
み
し
い
け
れ
ど
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

入
る
。

　

魔
法
少
女
に
お
い
て
は
、日
常
世
界
の
優
越
性
は
明
白
で
、魔
法
に
よ
っ

て
、
友
だ
ち
の
と
喧
嘩
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
魔
法
に
よ
っ
て
つ

ぎ
つ
ぎ
と
解
決
さ
れ
て
い
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
魔
法
で
病
気
が
治
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
医
学
の
進
歩
は
必
要
な
い
。
最
終
的
に
は
自
ら
の
努
力

や
周
囲
の
援
助
に
よ
っ
て
問
題
が
解
決
さ
れ
、
誤
解
が
解
け
る
こ
と
が
望

ま
し
い
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
魔
法
少
女
で
あ
っ
て
も
常

に
最
終
的
に
は 

日
常
生
活
の
肯
定
、
も
し
く
は
日
常
を
生
き
て
い
く
し

か
な
い
私
た
ち
の
世
界
の
確
認
が
行
わ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
斎
藤
美
奈
子
や
須
川
亜
紀
子
ら
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
か

ら
の
発
想
や
分
析
は
的
外
れ
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
は

思
え
な
い
。
つ
ま
り
、「
変
身
」
が
一
人
歩
き
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

え
る
の
で
あ
る
。
最
終
回
で
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
は
視
聴
者
に
向
か
っ
て
次
の

よ
う
に
話
す
。

　
　

�

内
緒
で
と
っ
て
も
い
い
こ
と
を
教
え
て
あ
げ
る
わ
。
あ
の
ね
、
鏡
を

大
事
に
し
て
く
れ
る
人
に
は
、
魔
法
の
コ
ン
パ
ク
ト
を
あ
げ
る
か
も

し
れ
な
い
っ
て
、
鏡
の
精
さ
ん
が
い
っ
て
た
の
。
だ
か
ら
、
今
度
は

魔
法
の
コ
ン
パ
ク
ト
が
あ
な
た
の
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
よ
。

　

視
聴
者
に
と
っ
て
は
、ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
が
ハ
ト
に
変
身
し
た
か
、犬
だ
っ

た
か
、
お
姫
様
だ
っ
た
か
は
関
係
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
問
題
は

「
コ
ン
パ
ク
ト
で
変
身
で
き
る
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ア
ニ
メ
は
明

ら
か
に
、
か
わ
い
く
変
身
し
た
い
と
い
う
少
女
の
欲
望
や
快
楽
へ
の
志
向

を
刺
激
し
た
。
魔
法
の
コ
ン
パ
ク
ト
は
市
販
さ
れ
、
購
入
さ
れ
、
使
用
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
が
変
身
を
隠
さ
ざ
る
を
得
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業
に
は
思
え
な
い
。
日
本
ば
か
り
で
な
く
海
外
に
お
い
て
も
大
き
な
反
響

を
得
た
作
品
、
現
在
ま
で
多
く
の
視
聴
者
の
支
持
を
得
て
い
る
作
品
に
登

場
す
る
「
魔
法
少
女
」
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
魔
法
少
女
」
の
現
代
的

で
文
化
的
な
意
味
を
理
解
し
た
い
と
思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
新

た
に
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
分
析
対
象
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
作
品
は
、「
美

少
女
戦
士
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
」、「
プ
リ
キ
ュ
ア
」
シ
リ
ー
ズ
、
そ
し
て
「
魔

法
少
女
ま
ど
か
マ
ギ
カ
」
が
中
心
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
か
っ
た
状
況
や
、
日
常
の
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
は
最
終
的
に
友
情
や
努
力

で
解
決
さ
れ
る
必
要
は
存
在
し
な
い
。

　
　
　

七
、
魔
法
少
女
の
展
開

　

魔
法
少
女
と
い
わ
れ
る
ア
ニ
メ
番
組
の
一
覧
を
示
す
と
次
表
の
よ
う
に

な
る
。
昭
和
四
一
年
に
「
魔
法
使
い
サ
リ
ー
」
が
放
映
さ
れ
て
以
来
、
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
魔
法
少
女
も
の
が
放
送
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
八
〇
年
代

ま
で
基
本
的
に
一
年
に
一
本
の
状
態
が
続
く
。（
個
々
の
作
品
の
特
徴
に

つ
い
て
は
紙
面
の
制
約
も
あ
り
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
。）
制
作
会
社
も

東
映
動
画
、葦
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、ス
タ
ジ
オ
ぴ
え
ろ
と
数
社
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。と
こ
ろ
が
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
突
如
と
し
て
活
況
を
呈
し
、

六
本
の
番
組
が
同
時
期
に
放
送
さ
れ
る
ま
で
に
な
る
。
一
九
九
二
（
平
成

四
）
年
に
は
「
美
少
女
戦
士
セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
」
の
放
送
が
開
始
さ
れ
て

い
る（

（2
（

。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
多
く
の
作
品
が
放
送
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
作

品
内
容
が
多
様
な
展
開
を
遂
げ
た
。
従
来
の
低
年
齢
層
向
け
か
ら
、
需
要

層
で
あ
っ
た
視
聴
者
の
成
長
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
幅
広
い
年
齢
層
を
対

象
に
し
た
作
品
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
魔
法
少
女
の
最
大
公
約
数
を
拾
っ
て
み
て
も
、
有
意
味
な
作
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テレビの魔法少女番組一覧
放送開始年 作品名 制作会社

1966 魔法使いサリー 東映動画
1969 ひみつのアッコちゃん 東映動画
1970 魔法のマコちゃん 東映動画
1971 さるとびエッちゃん 東映動画
1972 魔法使いチャッピー 東映動画
1973 ミラクル少女リミットちゃん 東映動画
1973 キューティーハニー 東映
1974 魔女っ子メグちゃん 東映動画
1978 魔女っ子チックル 東映
1979 花の子ルンルン 東映動画
1980 魔法少女ララベル 東映動画
1982 魔法のプリンセス ミンキーモモ 葦プロダクション
1983 魔法の天使クリィミーマミ スタジオぴえろ
1984 魔法の妖精ペルシャ スタジオぴえろ
1985 魔法のスター マジカルエミ スタジオぴえろ
1986 魔法のアイドル パステルユーミ スタジオぴえろ
1987 エスパー魔美 シンエイ動画
1988 ひみつのアッコちゃん 東映動画
1989 魔法使いサリー 東映動画
1990 魔法のエンジェル スイートミント 葦プロダクション
1991 魔法のプリンセス ミンキーモモ 夢を抱きしめて 葦プロダクション
1992 花の魔法使いマリーベル 葦プロダクション
1992 美少女戦士セーラームーンシリーズ 東映動画
1992 ヤダモン グループ・タック
1992 姫ちゃんのリボン スタジオぎゃろっぷ
1993 ミラクル☆ガールズ ASATSU／ジャパンタップス
1994 赤ずきんチャチャ スタジオぎゃろっぷ
1994 愛と勇気のピッグガール とんでぶーりん ASATSU／日本アニメーション
1994 魔法騎士レイアース 東京ムービー
1995 愛天使伝説ウェディングピーチ ケイエスエス
1995 ナースエンジェルりりかSOS スタジオぎゃろっぷ
1995 怪盗セイント・テール 東京ムービー
1996 魔法使いTai! トライアングルスタッフ
1996 魔法少女プリティサミー AIC
1998 ふしぎ魔法ファンファンファーマシィー 東映アニメーション
1998 ひみつのアッコちゃん 東映アニメーション
1998 カードキャプターさくら マッドハウス
1998 魔法のステージ ファンシーララ スタジオぴえろ
1999 おジャ魔女どれみシリーズ 東映アニメーション
1999 神風怪盗ジャンヌ 東映アニメーション

1999 コレクター・ユイ 日本アニメーション／
NHKエンタープライズ21

2000 Cardcaptors マッドハウス

2001 Cosmic Baton Girl コメットさん☆ 日本アニメーション／
シナジージャパン

2002 満月をさがして スタジオディーン

2002 ナースウィッチ小麦ちゃんマジカルて タツノコプロ／
京都アニメーション
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放送開始年 作品名 制作会社
2002 プリンセスチュチュ ハルフィルムメーカー
2003 マーメイドメロディぴちぴちピッチシリーズ アクタス
2003 ウルトラマニアック 葦プロダクション

2004 ふたりはプリキュア／
ふたりはプリキュア Max Heart 東映アニメーション

2004 魔法少女隊アルス STUDIO 4℃
2004 魔法少女リリカルなのはシリーズ セブン・アークス
2004 ウィッチ -W.I.T.C.H.- シップ・アニメーション
2004 Winx Club レインボーS.r.l.
2005 撲殺天使ドクロちゃん ハルフィルムメーカー
2005 ふしぎ星の☆ふたご姫 バースデイ
2005 シュガシュガルーン studioぴえろ
2005 まじかるカナン AIC ASTA
2005 奥さまは魔法少女 J.C.STAFF
2005 魔女っ娘つくねちゃん XEBEC
2006 ふたりはプリキュア Splash Star 東映アニメーション
2006 大魔法峠 スタジオバルセロナ
2006 砂沙美☆魔法少女クラブ AIC
2006 出ましたっ!パワパフガールズZ 東映アニメーション
2007 Yes!プリキュア5／Yes!プリキュア5GoGo! 東映アニメーション
2007 オシャレ魔女 ラブandベリー しあわせのまほう トムス・エンタテインメント
2007 かみちゃまかりん サテライト
2007 もえたん アクタス
2007 しゅごキャラ!シリーズ サテライト

2008 ストライクウィッチーズシリーズ GONZO→AIC→S ILVER 
LINK.

2009 フレッシュプリキュア! 東映アニメーション
2009 ジュエルペットシリーズ スタジオコメット
2009 あにゃまる探偵 キルミンずぅ サテライト／JM ANIMATION
2010 ハートキャッチプリキュア! 東映アニメーション

2010 ひめチェン!おとぎちっくアイドル リルぷりっ テレコム・アニメーションフィ
ルム

2011 魔法少女まどか☆マギカ シャフト
2011 スイートプリキュア♪ 東映アニメーション

2011 快盗天使ツインエンジェル〜キュンキュン☆
ときめきパラダイス!!〜 J.C.STAFF

2011 放課後のプレアデス GAINAX
2012 スマイルプリキュア! 東映アニメーション
2012 黒魔女さんが通る!! シンエイ動画
2013 ドキドキ!プリキュア 東映アニメーション
2013 Fate/kaleid liner プリズマ☆イリヤシリーズ SILVER LINK.
2014 ハピネスチャージプリキュア! 東映アニメーション
2014 まじもじるるも J.C.STAFF
2014 ウィッチクラフトワークス J.C.STAFF
2015 Go!プリンセスプリキュア 東映アニメーション
2016 魔法つかいプリキュア! 東映アニメーション
2016 ふらいんぐうぃっち J.C.STAFF
2016 魔法少女?なりあ☆がーるず バウンスィ
2016 装神少女まとい WHITE FOX
2017 キラキラ☆プリキュアアラモード 東映アニメーション
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注（
1
）�「
魔
法
と
変
身
―「
魔
法
少
女
」形
成
期
に
お
け
る「
魔
法
」」『
國
學
院
大
學
紀
要
』

第
五
十
六
巻
、
平
成
三
〇
年
、
二
九
―
五
五
頁

（
2
）�

戦
後
の
日
本
人
の
宗
教
性
に
つ
い
て
は
石
井
研
士
『
増
補
改
訂
版　

デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
現
代
日
本
人
の
宗
教
』（
新
曜
社
、
平
成
一
九
年
）
を
参
照
。
筆
者
は
か
つ
て

テ
レ
ビ
・
メ
デ
ィ
ア
を
流
れ
る
宗
教
性
に
つ
い
て
『
テ
レ
ビ
と
宗
教　

オ
ウ
ム
以

後
を
問
い
直
す
』（
中
央
公
論
新
社
、
平
成
二
〇
年
）
を
刊
行
し
た
こ
と
が
あ
る
。

（
3
）�『
魔
女
っ
子
大
全
集　

東
映
動
画
篇
』
株
式
バ
ン
ダ
イ
、
平
成
五
年
、
三
頁

（
4
）
山
口
康
男
編
著
、
テ
ン
ブ
ッ
ク
ス
、
平
成
一
六
年

（
5
）
同
、
一
二
八
頁

（
6
）�

須
川
亜
紀
子
『
少
女
と
魔
法
―
ガ
ー
ル
ヒ
ー
ロ
ー
は
い
か
に
受
容
さ
れ
た
の
か
』

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
平
成
二
五
年
、
二
八
〇
―
二
八
一
頁

（
7
）�

登
丸
あ
す
か
「
ア
ニ
メ
番
組
が
提
示
す
る
魔
法
少
女
像
」
加
藤
佐
和
子
他
編
『
マ

ン
ガ･

ア
ニ
メ
に
み
る
日
本
文
化
』
文
京
学
院
大
学
総
合
研
究
所
、
平
成
二
八
年
、

二
一
七
頁

（
8
）�『
魔
女
っ
子
大
全
集　

東
映
動
画
篇
』
株
式
会
社
バ
ン
ダ
イ
、
平
成
五
年
、
四
六

頁

（
9
）
斎
藤
美
奈
子
、
筑
摩
書
房
、
平
成
一
三
年

（
10
）
同
、
一
二
六
―
一
二
七
頁

（
11
）�『
魔
女
っ
子
大
全
集　

東
映
動
画
篇
』
株
式
会
社
バ
ン
ダ
イ
、
平
成
五
年
、

一
四
〇
頁

（
12
）
同
、
一
四
三
頁

（
13
）�

須
川
亜
紀
子
『
少
女
と
魔
法
―
ガ
ー
ル
ヒ
ー
ロ
ー
は
い
か
に
受
容
さ
れ
た
の
か
』

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
平
成
二
五
年
、
九
頁

（
14
）
同
、
九
四
頁

（
15
）
同
、
九
九
頁

（
16
）
同
、
一
〇
二
頁

（
17
）�

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
年
）
六
月
号
よ
り
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
年
）
九
月

号
ま
で

（
18
）�「
テ
ク
マ
ク
マ
ヤ
コ
ン
」
と
い
う
変
身
の
た
め
の
魔
法
の
言
葉
が
有
名
に
な
っ
た

が
、
原
作
は
な
り
た
い
者
の
名
前
を
反
対
か
ら
読
む
、
で
あ
る
。
こ
の
点
は
本
論

に
お
い
て
は
重
要
視
し
な
い

（
19
）�『
魔
女
っ
子
大
全
集　

東
映
動
画
篇
』
株
式
会
社
バ
ン
ダ
イ
、
平
成
五
年
、

一
四
三
頁

（
20
）
同
、
四
六
頁

（
21
）�

布
川
郁
司
『
ク
リ
ィ
ミ
ー
マ
ミ
は
な
ぜ
ス
テ
ッ
キ
で
変
身
す
る
の
か
？
』
日
経
Ｂ

Ｐ
社
、
平
成
二
五
年
、
七
二
頁

（
22
）
同
、
七
六
頁

（
23
）�

こ
の
点
に
関
し
て
『
魔
女
っ
子
大
全
集
』
は
「
'89
～
'91
年
に
か
け
て
放
送
さ
れ
た

新
作
「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
と
「
魔
法
使
い
サ
リ
ー
」、
こ
の
２
大
名
作

リ
メ
イ
ク
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
親
子
二
世
代
に
わ
た
る
支
持
層
が
、
そ
の
後
も

派
生
し
続
け
た
た
め
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
」（『
魔
女
っ
子
大
全
集　

東

映
動
画
篇
』
株
式
会
社
バ
ン
ダ
イ
、
平
成
五
年
、
三
頁
）
と
し
て
い
る
。「
魔
法

使
い
サ
リ
ー
」
は
昭
和
四
一
年
に
初
回
放
送
さ
れ
た
後
に
、
平
成
元
年
か
ら
第
二

シ
リ
ー
ズ
が
放
送
さ
れ
た
。（
平
成
元
年
（
一
九
八
九
年
）
一
〇
月
九
日
―
平
成

三
年
（
一
九
九
一
年
）
九
月
二
三
日
）
放
送
局
は
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
で
夕
方
七
時

か
ら
、
全
九
〇
話
で
あ
っ
た
。「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
は
昭
和
四
四
年

（
一
九
六
九
年
）
の
第
一
シ
リ
ー
ズ
後
に
第
三
シ
リ
ー
ズ
ま
で
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ

た
。第
二
シ
リ
ー
ズ
は
昭
和
六
三
年（
一
九
八
八
年
）一
〇
月
九
日
か
ら（
一
九
八
九

年
）
一
二
月
二
四
日
ま
で
、
全
六
一
話
が
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
で
日
曜
日
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ア
ワ
ー
に
一
八
：
〇
〇
―
一
八
：
三
〇
に
放
送
さ
れ
た
。
第
三
シ
リ
ー
ズ
は

平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
年
）
四
月
五
日
か
ら
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
年
）
二

月
二
八
日
ま
で
）
全
四
四
話
が
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
で
日
曜
九
：
〇
〇
―
九
：
三
〇

に
放
送
さ
れ
た
。


